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	応用
	抗原情報
	背景
	還元型グルタチオンを、さまざまな外因性および内因性の疎水性求電子剤と結合させます。
	研究分野
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	GST3 (9D4) 抗体を使用した PC-3 およびヒト小脳溶解物中の GST3 (9D4) のウエスタンブロット分析。
	

	pCMV6ENTRYコントロール（1）およびpCMV6ENTRY GSTP1 cDNA（2）を導入したHEK293TにおけるGST3（9D4）のウェスタンブロット解析（GST3（9D4）抗体を使用）
	

	GSTP1 抗体と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト前立腺組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	GST3（9D4）抗体（緑）を用いた共焦点HepG2（左）およびL02（右）におけるGST3（9D4）の免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントはDY554ファロイジンで標識されている。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	GSTP1抗体（緑）を用いたPC-3におけるGST3の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	GSTP1 抗体 (緑) とネガティブコントロール (紫) で染色した K562 のフローサイトメトリー分析。

